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泌尿器科 領域 におけ るcefluprenamの 臨床 的検 討
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新 しく開発された注射用セファロスポリン剤であるcefluprenam(CFLP)を 尿路性器感染症患者に投

与し,そ の臨床効果 を検討し,次 の結果を得た。

1)複 雑性尿路感染症7例,急 性精巣上体炎4例,急 性前立腺炎1例 に本剤を投与 した。UTI薬 効評

価基準に合致 した5例 の複雑性尿路感染症例では,有 効4例,無 効1例 であった。

2)複 雑性尿路感染症2例,急 性精巣上体炎4例,急 性前立腺炎1例 に対 しては主治医判定のみが行

われ,複 雑性尿路感染症 と急性精巣上体炎はいずれも有効以上,急 性前立腺炎はやや有効 と判定 された。

3)細 菌学的には,Enterococcus faecaliS,Klebsielh pnemmiae,Pmaomonas aeruginosaが 全株

消失 した。

4>本 剤投与による自他覚的副作用は認められず,臨 床検査値の異常 としては好酸球増多が1例,軽

度の貧血が1例,好 中球減少が1例,軽 度のカリウム減少が1例 認め られたが重篤なものはなかった。
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Cefluprenam(CFLP)は7位 にfluoromethoxyimino

構 造 を 配 し たaminothiadiazole基 を,3位 に は

propeny1構 造 を 介 し てNα-ethyl Nσ-methyl

glycinamide基 を有 した注射用 セフ ァロスポ リン剤 であ

る。本剤の特徴 として β-lactamaseに 対 して安 定 で,結

合親和性 が低 く,グ ラム陽性菌,陰 性 菌に対 して幅広 い

抗菌 活性 を示 す1)。 また,血 清蛋 白結合率 が低 く,ほ とん

どが遊離体 として存在 し,優 れ た体 内効 果が期待 できる

こ とが あげ られてい る。 さらにそのほ とん どが未変化体

の まま高濃度 で尿 中に排泄 され るため 泌尿器科領 域にお

け る有効性が期待 で きる。我々 は,本 剤 を尿路性 器感染

症患者に投与 し,有 効性,安 全性 を検討 したので報告す

る。

対象は,東 海大学病院 お よびその関連病院 に入院 し,

試 験参加 の同意 を得 られた尿路性 器感染症患者 であ る。

その内訳は複雑性尿路感染症7例,急 性精巣上体炎4例,

急 性前 立腺 炎1例 であ った。年齢分布 は18歳 か ら89歳

に お よん だ。薬剤 の投 与方 法 は1回0.5gま た は1 .Og

の 本 剤 を生 食水100mlに 溶 解 し1日2回,5日 間 点滴静

注 した。

臨床効 果お よび安全性 は本薬剤投与前後 の 自他覚 症状,

膿 尿,細 菌尿,血 液生化学検査 に よ り検討 した。効 果の

判定 はUTI薬 効 評価 基準2)に 合 致 す る症 例 につ いては

同基準 に準 じて判定 し,さ らに全例 について主治医判定

を 「著効」「有効 」「やや 有効」 「無効」の4段 階で判定 し

た。

複雑性 尿路 感 染症7例 につ いて の臨 床成 績 をTable

1に 示 した。この うちUTI薬 効 評 価基準 に合致 した5例

では有効4例,無 効1例 であった(Table2)。

複 雑性 尿路 感染 症 を各群 別 で見 た成 績 をTable3に

示 した。単独菌感染群 の第1群 と第4群 は全例有効,複

数菌感染群 の第5群 では1例 有効,1例 無 効 であった。

細菌学 的検討の結果 をTable4に 示 した。Enterococ-

cusfaecalis,Klebsiella pneumoniae ,Pseuaomonas aer-

uginosaが 全 株消失 した。投与 後出現菌 は,Enterococcus

faecim,Candida gla6mtaが 各 々1株 であった(Table

5)。

複 雑性尿路感 染症7例 全例 の主治 医判定 は,著 効2例,

有 効4例,無 効1例 であった。

急性精巣上体 炎4例 の臨床 成績 をTable7に 示 した。

主治医判定の みであ るが,著 効1例,有 効3例 とい う結

果 であ った。

急性 前立腺炎 の症例 は主治 医判定のみが行 われ,や や

有効 と判定 され た(Table8)。
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Table 1.Clinical summary of complicated UTI patients treated with cefluprenam

C.C.P.:chronic complicated pyelonephritis

C.C.C.:chronic complicated cystitis

BPH:benign prostatic hyperplasia

* before treatment/

after treatment

** UTI: criteria proposed by the UTI Committee

doctor:doctor's evaluation

Table 2.Overall clinical efficacy of cefluprenam in complicated  UTI

Bacteriological response

本剤投与による自他覚的副作用等は認めず,臨 床検査

値の異常 としては好酸球増加が1例,軽 度の貧血が1例,

好中球減少が1例,軽 度のカ リウム減少が1例 認め られ

たが重症例はなかった。

今回のCFLPの 臨床効果は複雑性尿路感染症にお い

て,UTI薬 効評価基準で5例 中4例 が有効であった,ま

たPaeruginosaが4株 全株消失,と 良好 な成績 であっ

た。急性精巣上体炎では,主 治医判定のみではあるが,

全例有効以上 という成績であった。このことより,本 薬

剤は尿路性器感染症に対 して有用な薬剤 と思われる。ま

た,重 篤な副作用もなく,安 全性 も立証 された。
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Table 3.Overall clinical efficacy of cefluprenam classified by the type of infection

Table 4.Bacteriological response to cefluprenam in complicated UTI

*regardless of bacterial count

Table 5.Strains appearing after cefluprenam treatment in
complicated UTI

regardless of bacterial count
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Table 6.Relation between MIC and bacteriological response to cefluprenam treatment in complicated  UTI

No.of strains  eradicated/no, of strains isolated

Table 7.Clinical summary of epididymitis treated with cefluprenam

*before treatment

/ after treatment

** doctor's evaluation

Table 8.Clinical summary of acute prostatitis patients treated with cefluprenam

*before treatment

/ after treatment

** UTI:criteria proposed by the UTI Committee

doctor:doctor's evaluation

Table 9.Changes in laboratory test results
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We used cefluprenam(CFLP)in the treatment of urinary tract infections(UTI)and genital organ
infection to investigate its clinical efficacy and safety .

1)In 5 cases of chronic complicated UTI,the results were moderate in 4 cases, and poor in one case .
2)In 4 cases of acute epididymitis,the results were excellent in one case and moderate in 2 cases .The

result for acute prostatitis was fair.

3)Bacteriologically, Enterococcus faecalis,Klebsiella pneumoniae and Pseudomonas aeruginosa were
eradicated.

4)As side effect in all cases, one slight increase of eosinocyte , one slight anemia,one slight decrease of
neutrocyte,and one slight hypokalaemia were observed.


